
ねりま沖縄映画祭2026

チケットは事前に
ご購入もしくは
ご予約ください

ナビゲーター　永田浩三さん（ジャーナリスト）    

摩文仁
1968年沖縄。基地に囲まれ
た復帰前の日常を鋭く深くと
らえた、東陽一監督初の長
編記録映画。3ヶ月にわたる
沖縄ロケで撮影された、基
地周辺の光景、人々の演
説、働く労働者や農民の姿
などの様々なシーンが活写
され、断片としてスクリーン
に散りばめられる。半世紀
の時間を経て今もなお、沖
縄列島の現実が私たちの前
に二重写しとなって表れる。

11月15日（日）
13：00 16：00【東陽一監督 追悼上映】沖縄列島

ドキュメンタリー 1969年　90分　監督：東陽一 ドキュメンタリー 2025年　97分　監督：新田義貴

©東プロダクション　1969年

沖縄戦で命を落とした兵士や民間人の
慰霊碑が林立する摩文仁の丘。それぞ
れの思いがすれ違うこの丘では、“英霊
の顕彰”と“犠牲者への慰霊”が常にせ
めぎ合い、本土と沖縄の分断を象徴し
てきた。摩文仁の丘で死者の魂に祈り
続ける花売りの大屋初子さんの姿を通
して、沖縄戦の慰霊碑を巡り、そこに
込められた人々のさまざまな思いを映
し出す。

mabuni

琉球シネマパラダイス、首里劇場ノスタルヂア



ウナイ 
ドキュメンタリー　2025年　106分　監督：平良いずみ 

沖縄県民45万人に供給する水道水に化学物質PFASが
含まれていたことが判明しても、米軍は立ち入り調査を
拒み続け、汚染源の特定すら出来ていない。しかし、米
国や欧州ではPFASによる健康影響が確認され、規制の
波が押し寄せる。絶望の涙を、ひとしずくの希望にかえ
て立つ女性(ウナイ)たちの姿を描く。

10月12日（月･休）18：00
10月24日（土）18：00 12日

中川七海さん

24日
平良いずみ監督

透明な闇 PFAS汚染に立ち向かう

（Tansa記者）


